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資 料 ３

舞鶴中ブロック統合校小中連携校の教育目標について   H23.3.25
～　めざす③つの子ども像と教育活動⑩の重点　～

○　確かな学力・豊かな心・健やかな体等
の生きる力を身につけ，社会の一員として
の自覚をもって行動できる子ども

 豊かな心

　　　　　　　　　　　　　　　　・９年間を見通した系統的な指導（小中で共通理解・共通実践）
　　　　　　　　　　　　　　　　・小中教職員による協働指導（ティームティーチング、部活動など）
　　　　　　　　　　　　　　　　・小中児童生徒の交流（児童会・生徒会の交流，給食交流も含む）

 確かな学力

　 小中連携教育の
　　　　　推　進

　・小中合同 （運動会，美化活動など）
　・小中ごと（入学式，卒業式など）
　・前期、接続期、後期ごと
　 　　　　　　（集会や朝会など）
　・学年ごと
           （社会科見学、修学旅行など）

○　郷土福岡の自然・歴史・伝統・文化を
   愛し，守り伝える子ども

○　アジア・世界の中の福岡という視点を
もって様々な価値観を積極的に理解し，他
者や社会，自然や環境とともに生きること
のできる子ども

　学校づくりの３つの柱

○　福岡の教育をリードし，子どもが
　確かに育つ学校をつくります
　（施設一体型小中連携教育の強みを最大限に
　　　　　　　　　　　　　　　　発揮し，安全安心な学校）

○　個に応じた指導を行い，一人ひとりを
大切にする学校をつくります
　（一人ひとりのニーズに応じた
　　　　　　　　　　　　　　多様な教育を実践する学校）

○　福岡の発展を支え続けてきた地域の
宝となる学校をつくります
　（歴史と伝統に夢と誇りをもち，世界に開かれた
　　　　　　　国際都市福岡の中心的存在となる学校）

・授業時数の確保（長期休業日を授業日に組み込む検討も含めて）
・基礎基本の徹底　〈国語，算数・数学を中心に，学び残しのない指導〉

　　→（個に応じた指導、定期テスト、昼休み後や放課後の指導など）
・言語活動の充実→（「読む」「書く」「聞く」「話す」の指導の積み重ね）
・活用力の育成 →（総合的な学習を中心に問題解決学習を推進）
・英語力の育成 →（外国人指導者常駐の英語ルーム、
　　　　　　　　　　　小中一貫のｶﾘｷｭﾗﾑをもとに「使える英語」を指導）
・ICTを活用した授業づくり（電子黒板，教材提示装置〈書画カメラ〉など）

・環境教育の充実→（地熱，太陽光発電，雨水利用など）
・一人一人のニーズに応じた教育→特別な支援を必要とする子どもの特性を理解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し， よさを伸ばす授業づくり

・道徳性の育成→（自立・自律、自他の尊重など）
・読書活動の推進→（全校朝読など）
・いたわりと思いやりの心の育成～ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ教育～
　　→（様々なひととふれあう体験活動の重視）

健やかな体 ・体力の向上→（全学年体力ﾃｽﾄ実施、９年間の継続的な運動習慣、通年水泳可能）

・食育の推進→（継続的な食についての指導、給食・朝ご飯喫食100％など）

郷土愛

・郷土に関する学習の積み重ね
　　　→（郷土の「ひと・もの・こと」の教材化など）
・国際教育の推進→（国際交流・体験活動の充実など）

・縦割りｸﾞﾙｰﾌﾟ活動，小中の他学年との交流，
　　　　　　　　　　 （児童生徒の主体的な外遊び交流も含む）
・すべての子どもが認め合い、支え合い、
　　　　　　　　　　　学び合える「交流および共同学習」の充実

・あいさつ・掃除，自学，立志の徹底
・１／２成人式，立志式の実施
・９年間を見通した「学習規律」「生活のきまり」

 基本的生活習慣

　　　　　　　　　　　　　  　　・保護者との連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　「共育（ともいく）ノート」（連絡帳）活用，メデｲアリテラシー育成
　　　　　　　　　　　　　　　　・地域との連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　学校外の方々の評価も活かした学校運営、地域の学習支援体制づくり

　 家庭や地域との
　　　　　連　携

　始業，１校時，３校時，昼休み，５校時など

　・運動会
　・修学旅行（小６・中２）
　・自然教室（小５・中１）
  ・1／2成人式・立志式（小４・中２）
　・合唱コンクール　　　　　　　　　　　等

他者との共生 　朝の身がまえ・心がまえの確立
　　　朝の会→朝清掃→自学（朝読）

昼休み後の全校ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ（15分間）

月2回金曜日の放課後学習
　　　（金曜のみ小学校は午前中5時間授業）

 豊かな心

　国際都市福岡の中心に位置する学校に
学ぶ児童生徒としての自覚や誇りをもち，
知・徳・体の調和のとれた豊かな人間性や
社会性，国際性を育て，将来に夢と希望を
もって，たくましく生きる人間の育成

　めざす子ども像

　継続的な運動時間の設定

学校教育目標 教育活動推進における重点

 　　小中連携校の特色を生かした
　　　　　　　学校行事

 行事の実施形態

 主要行事の配置

 　　小中連携校の特色を生かした
　　　　　　　　　時　制

 節目開始時刻の全校統一

 朝の活動の全校統一

 体力向上の重視

 基礎基本の徹底の重視

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

 10
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国際都市福岡の中心に位置する学校に学ぶ児童生徒としての自覚や誇りをもち，知・徳・体の調和のとれた豊かな 
人間性や社会性，国際性を育て，将来に夢と希望をもって，たくましく生きる 人間の育成 

○ 郷土福岡の自然・歴史・伝統・文化を愛し，守り

伝える児童生徒 
○ 確かな学力・豊かな心・健やかな体等の生き 
る力を身に付け，社会の一員としての自覚を 
もって行動できる児童生徒 

○ アジア・世界の中の福岡という視点をもって 
様々な価値観を積極的に理解し，他者や社会， 
自然や環境とともに生きることのできる児童生徒 

教 育 課 程 編 成 方 針 （概 要 版） 
  

こんな事ができる学校づくり!! 

 
 

 

学校教育目標 

 
 
 
 
 
 

 
めざす 

児童生徒像 

 
 
 
 
  
                                                                                                                 

                                                       
 
 

個に応じた指導を行い，一人一人を 

大切にする学校づくり 
★一人一人のニーズに応える 

多用な教育実践をする学校 

福岡の発展を支える 

地域の宝となる学校づくり 
★歴史と伝統に夢と誇りを持ち，世界に開かれた 

国際都市福岡の中心的存在となる学校 

福岡の教育をリードし，児童生徒が 

確かに育つ学校づくり 

 
学校づくり

の３本柱 ★施設一体型の小中連携校の強みを最大限に発揮させ， 
かつ安全・安心な学校 

基礎基本を支える 
「言語活動」の徹底! 

・｢読む｣｢書く｣｢聞く｣｢話す｣の学び

の基本を一時間の中にパターン化 
・書いてまとめ，考え，伝え合いの

中から表現の工夫，自らの課題 
・読書による読解力・表現力向上

小･中学校の交流･共育を生み出す

連携時制の工夫 
・小中教職員の協働活動を生み出す時制 

・朝，昼休み，学習時間3校時／日 

※小学校と中学校との合同学習や児童

生徒間の基礎基本を高める交流学習 

自学の意識と態度を育てる環境 

全校パワーアップタイム 

（帯タイム） 
国語,算数･数学の教科学習から 

自分の課題に気付き， 

課題解決の自己選択学習の展開 

自学の意識と態度を育てる環境 
放課後学習教室 

・家庭学習を補い，児童生徒の学習意

欲と学習習慣を育てる学習室を整備 

・教員に加え，地域･保護者や学生サポ

ーター等の協力を依頼 

義務教育年限９ヵ年連続した 
個別指導の充実 

･国語,算数･数学での基礎基本の徹底 

指導→評価→課題把握→習熟度別指導

(授業･パワーアップ･放課後学習：カル

テ化による継続一貫指導の実現) 

人にやさしい 
ユニバーサル教育の推進 

・様々なひととの共生社会を推進 
・体験活動を通して，障がいや個々の

ちがいを尊重し，人権感覚と実践力

豊かな児童生徒の育成 

異年齢集団との関わりを通した

社会性育成や自己理解・他者理解 
縦割り集団活動の充実 

･異年齢との関わりで自己の立ち位置

や役割を考える。 
・ボランティア活動や協働清掃，交流 

小学生の学習，中学生の学習となる交流

学習や，児童生徒の共通の課題解決学習

など，学習者としての関わりを生み出す

時制を工夫検討しています。 

わかった！できた！ 

内からの学習心を呼び起

こす学習活動を総合的な学

習の時間などで応用・発展的

に行います。 

英語教育のマルチ

スペースも準備し

ていますよ。 

自分にあったペースや内容

の学習補充を行います。今日

できることは今日中に! 

リーダーシップやフォロワーシップの

中で，思いやりや他者理解を深めます。 

“指導マニュアル（作成中）”を基盤とした 継続性のある 小中連携教育システム 

家庭学習の

支援のため

に新校舎に

は，学習ル

ームを準備

しました。 

基礎基本の徹底を進める! 
国語,算数･数学を中心とした９ヵ年系統指導

・児童生徒の実態分析から生まれる 
指導計画 

・興味・関心を活かした“学び”を深め

る自己解決型学習→習熟度別学習 
・ICTを活用した学習活動の推進 

生きて働く知識と理解 
「実践的活用力」を育てる学習! 

・自分の課題を持ち寄り，個別，小グ

ループ等の学び合い。解決過程の体験，

解決による達成感と学習意欲づくり 
・自主的な学習づくりの指導と推進 

国際社会を生き抜く 
コミュニケーション力を育てる

「英語教育」の充実と徹底 
･小学校１年生から始める英語教育。 

･国際教育としての英語に親しむ時期 

･身振り･表情等を交えたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力育成 

ユニバーサルデザインに 

基づく授業づくり 
・特別な支援を必要とする児童

生徒の特性を理解し，良さを

伸ばす授業づくり 
・全教室で行う個を活かす授業

食に学ぶ!! 
食育教育で家庭連携
・PTA の早寝・早起き･朝

ごはんと共育推進 
・小中ともに自校方式によ

る給食 

http://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/23326/1/stanbird12.gif�


資 料 ５
平成２６年度 算数・数学科教科経営案 

 
■算数・数学科の教科目標 学習指導要領から 
 
小学校「算数」 

   算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を見に付け，日常の事象に 
ついて見通しを持ち筋道立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算数的活動の楽しさや数理的な処 
理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。 

 中学校「数学」 
   数学的活動を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学 

的な表現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽 
しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。 

 
■算数・数学科の指導上の課題････当該中学校ブロック実態分析から 
 
 □ 当該中学校ブロックの児童生徒は，算数，数学における解法による心地よさ等を実感し，算数・数学へ 

の一定程度の関心意欲を有している。平成２２年度の全国学力実態調査においても，当該中学校ブロック 
関係児童生徒が，基礎的・基本的な知識や技能を習得していることがわかる。 

 
■ その一方，「数学的な見方や考え方」，「数量や図形に関する表現・処理」においては，若干の課題を 
呈している。この評価観点は，主として知識や技能の活用部門である。 
児童生徒が主体的に，問題の分析を行い，数理的考え方による解法方法の模索，問題解法における課題 

の把握と，課題解決の見通しを持った算数的，数学的活動のよさを実感しながら進んで生活や学習に活用 
しようとする態度づくりに関係している。この過程では，問題文章の読み取りや，図やグラフによる整理，

情報交換等の「言語活動」の必要性が注視される。 
 
◆小中連携に関する教育課程編成上のコンセプト 

  ・ 系統性の強い教科なので，小学校での基礎的・基本的な学習内容の定着(例えば，かけ算九九)が必要 

である。 

  ・ 算数・数学的な処理の良さを体感させる，場面を立式化する段階的な指導を工夫する必要がある。 

  ・ 学習内容が重複する単元や，継続して学習する単元は，特に小学校ではスパイラル的な学習過程を工 

夫し，各節のおける評価により，定着度把握を徹底する必要がある。 

 ・ 小学校４年生，中学校１年生，中学校３年生における評価テストを積み重ね，形成的評価資料の充実 

を図る。 

■算数・数学科の指導重点目標････当該中学校ブロック実態分析から 

■ 基礎的・基本的な学習内容の定着のために 
  習熟の程度に応じて少人数授業を取り入れ，単元ごとに診断的評価を行い，つまずきの早期発見に努め

る。その結果をもとに個に応じた指導を行い，基礎的・基  本的な学習内容の定着を図る。さらに，各単

元毎 

に発展的な学習を採り入れ，算数・数学の学習への興味・関心をさらに高める指導を工夫する。 

 ＜小学校＞・「数と計算」「数量関係」において，文章問題把握のための立式づくりをパターン化させる。 
・「量と測定」において，量を視覚的，触感的にとらえる工夫を環境としても整備する。 
・「図形」において，立体的把握を高めるＩＣＴ機器の活用を進める。 

＜中学校＞・ 小学校「数と計算」の系統として事象の式化や数量の変化の関係，比例・反比例，関数の 
理解を深める既習活動の活用を図る数学的活動の工夫を行う。 

・ 数学的な表現・処理のよさを，情報交換や表現の場を充実させることで体感させる。 
・ 数学的な活動の過程を整理し，成果やつまづきを共有する場を設定し，協働化を推進する。 

 ■ 小中９ヵ年を通して育てる力について 
 （課題学習の工夫） 児童生徒を学習の主体とするため，個々人の思考，判断，表現等を必要とする学習 

活動を設定する事が重要である。個々人の課題に応じた個別化学習を応用発展学習と 
して各学年の指導計画に系統的に設定することが必要である。 

■小中連携に関する具体的な取組 

 ◆小中９ヵ年を通した個別指導の充実 
  ・ 施設一体型小中連携校の特色を生かした児童生徒学習状況追跡カード（個人カルテ）を作成する。 
    ※ 児童生徒の学習状況（基礎基本事項の定着状況，学習のつまづき傾向，学習スタイル，学習スピ

ード etc.）を記録し，担任，副担任，少人数指導等の関係職員が児童生徒の状況把握と実態共有を

行い，適時的かつ適切効率的な学習活動を行う。 
  ・ 小学校１～４年生は学級担任指導，小学校５・６年，中学校１年は一部教科専科制，中学校２・３年 

は教科担任制を採用し，複数の教職員の関わりによる多面的な児童生徒理解を進める。 
  ・ 担当教師に加え少人数指導教員を，習熟度向上を図る学年単元に重点配置し，学力パワーアップタイ

ムや放課後学習などと連携した基礎基本の学習内容の徹底習得を図る。 
  ・ 各節の評価結果を整理するとともに，評価結果の改善ポイントを事後の指導内容に反映させる「評価

指導連携タイム」を用意し，個人カルテに評価指導の関連的記録を行う。 
  
◆小中連携のグループダイナミズムを活かした指導方法の工夫 

  ・ 小中の異学年交流学習を実施し，児童生徒間の関わりによる課題解決学習を行う。 
  ※ 「文字と式」を６月に学習した中学１年生を協働学習者として，１２月に「□の式」を学習する

小学３年生の習熟段階に参加させることで，同者の学習内容の進化を図る。       etc. 
・ 縦割りグループ活動を学習活動に活かす。 
  ※ 日常活動として活用したい縦割りグループを用い，小中合同の「総合的な学習の時間」における

「生活の中に見付ける算数・数学課題学習」などと題した協働交流学習を設定し，児童生徒間の教

授関係を活かす。                                 etc. 
 
■算数・数学科における「言語活動」の充実 
 □「言語活動」の全教科領域における展開 
  ※ 知的な理解にとどまらない実践的な活用力としての知識や技能が重視される。当該関係校においても 
   平成２２年度学力実態調査から，活用の面から「国語への関心・意欲・態度」や「言語についての知識・

理解・技能」に課題が見られる。 
  ※ 国語科に限らず，全教科領域の中で，「読み」「書き」「聞く」「話す」の指導を意識的，継続的に

展開する必要性がある。 
  ※ 算数・数学における国語的視点では，数学の学習は単に問題を解いて答を求めるということだけでな

く，「自ら調べ判断する力」や「粘り強く考え続け，考えたことを相手にわかるように説明（記述）で

きる論理的な思考力」が必要である。その際，「読み」「書き」「聞く」「話す」活動を通して，それ

らの能力をはぐくむ必要がある。 

 □「言語活動」の具体例 
  ・ 基礎的基本的な内容を習得する場面で，「問題を読み」内容分類や解法の見通しを「書いてまとめ」，

協働学習の共有化のために「読んで伝え」，「聞いて考える」場面を毎時間，継続指導する。 
・ 「課題学習」設定と連動した，自分なりの根拠立てた考え方や推論を「書いて」まとめたり，「話し

あい」で表現したりする活動を設定する。･････「学ぶ場面」に，学び合いや交流学習の工夫を行う。 
  ・ 推論を基にした，課題の解法過程を，書いてまとめ，学習者相互の課題を共有する場をいかし，自己

有用感を体感させ，数学的処理のおもしろさを実感させ意欲の向上を図る。      etc. 
 
■自学（家庭学習 etc.）につながる教科指導 
  児童生徒個々に自学の学習力を付けるために，９ヵ年を通して発達段階に応じて以下のような取組を行う。 
 ◆（小学校１～４年）･･･学習習慣の定着のために，宿題を基にした基礎的・基本的内容の定着を図る。 
    【内 容】漢字ドリル・計算ドリル等の習熟度向上，日記や作文等，思考・判断・表現を伴うもの。 
 ◆（小学校５・６年，中学校１年）･･･自学のための学習準備や反省を書いてまとめたり，調べる態度を養う。 

【内 容】上記内容に加え，予習・復習等のノートまとめや発展・応用学習等，表現処理を伴うもの。 
 ◆（中学校２・３年）･･･個々人の学習課題を明らかにし，自己課題解決型学習に望む態度と実践力を育てる。 
    【内 容】予習・復習，各教科発展・応用問題への挑戦，弱点内容の自己強化学習 etc. 
 ★放課後学習タイムと場の準備････月２回金曜日実施   ★全校パワーアップタイム教材の利用 

Sample 



舞鶴中学校ブロック小中指導計画　”算数・数学”　系統一覧表

・母集団から標本を取り出し，その傾
向を調べることで，母集団の傾向を読
み取る能力を培う。

Ａ
数
と
式

Ｃ
関
数

Ｂ
図
形

Ｄ
資
料
の
活
用

数
学
的
活
動

・基本的な平面図形の性質について，
観察，操作や実験などの活動を通して
理解を深めるとともに，図形の性質の
考察における数学的な推論の必要性と
意味及びその方法を理解し，論理的に
考察し表現する能力を養う。

・図形の相似，円周角と中心角の関係
や三平方の定理について，観察，操作
や実験などの活動を通して理解し，そ
れらを図形の性質の考察や計量に用い
る能力を伸ばすとともに，図形につい
て見通しをもって論理的に考察し表現
する能力を伸ばす。

・具体的な事象を調べることを通し
て，一次関数について理解するととも
に，関数関係を見いだし表現し考察す
る能力を養う。

・具体的な事象を調べることを通し
て，

関数ｙ＝aｘ2について理解するととも
に，関数関係を見いだし表現し考察す
る能力を伸ばす。

・具体的な事象を調べることを通し
て，比例や反比例についての理解を深
めるとともに，関数関係を見いだし表
現し考察する能力を培う。

・目的に応じて資料を収集して整理
し，その資料の傾向を読み取る能力を
培う。

・数を正の数と負の数まで拡張し，数
の概念について理解を深める。
・文字を用いることや方程式の必要性
と意味を理解するとともに，数量の関
係や法則などを一般的にかつ簡潔に表
現して処理したり，一元一次方程式を
用いたりする能力を培う。

・平面図形や空間図形についての観
察，操作や実験などの活動を通して，
図形に対する直感的な見方や考え方を
深めるとともに，論理的に考察し表現
する能力を培う。

・不確定な事象を調べることを通し
て，確率について理解し用いる能力を
培う。

・数量やその関係を言葉，数，式，
図，表，グラフなどに表したり調べた
りすることができるようにする。

・数量の関係を考察するとともに，百
分率や円グラフなどを用いて資料の特
徴を調べることができるようにする。

　具体物を用いた活動などを通して，
量とその測定についての理解の基礎と
なる経験を重ねる
量の大きさについての感覚を豊かにす
る。

　具体物を用いた活動などを通して，
図形についての理解の基礎となる経験
を重ねる
図形についての感覚を豊かにする。

　具体物を用いた活動などを通して，
数量やその関係を言葉，数，式，表，
グラフなどに表したり読み取ったりす
ることができるようにする。

・数量やその関係を言葉，数，式，
図，表，グラフなどに表したり読み
取ったりすることができるようにす
る。

ア具体物を数える活動
イ計算の意味や仕方を表す活動
ウ量の大きさを比べる活動
エ形を見付けたり，創ったりする活動
オ場面を式に表す活動

小学１年 小学２年

・比や比例について理解し，数量の関
係の考察に関数の考えを用いることが
できるようにし，文字を用いて式に表
すことができるようにする。
・資料の散らばりを調べ統計的に考察
することができるようにする。

　具体物を用いた活動などを通して，数についての感覚を豊かにする。
・数の意味や表し方についての理解
・加法及び減法の意味理解
・計算の仕方を考え使うことができる

各領域の学習やそれらを相互に関連付けた学習において，次のような数学的活動に取り組む機会を設けること

ア既習の数学を基にして,数や図形の
性質などを見いだす活動
イ日常生活で数学を利用する活動
ウ数学的な表現を用いて,自分なりに
説明し伝え合う活動

ア既習の数学を基にして,数や図形の性質などを見いだし，発展させる活動
イ日常生活や社会で数学を利用する活動
ウ数学的な表現を用いて,根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝え合う活動

　具体物を用いた活動などを通して，
長さや体積などの単位と測定について
理解できるようにする。
量の大きさについての感覚を豊かにす
る。

・長さ，重さ及び時間の単位と測定に
ついて理解できるようにする。

・面積の単位と測定について理解し，
図形の面積を求めることができる。
・角の大きさの単位と測定について理
解できる。

・三角形や平行四辺形などの面積及び
直方体などの体積を求めることができ
るようにする。
・測定値の平均及び異種の二つの量の
割合について理解できるようにする。

・円の面積及び角柱などの体積を求め
ることができるようにする。
・速さについて理解し，求めることが
できるようにする。

ア計算の仕方を考え説明する活動
イ単位の関係を調べる活動
ウ縮図や拡大図，対称な図形を見付け
る活動
エ比例の関係を用いて問題を解決する
活動

　具体物を用いた活動などを通して，
三角形や四角形などの図形について理
解できるようにする。
図形についての感覚を豊かにする。

・図形を構成する要素に着目して，二
等辺三角形や正三角形などの図形につ
いて理解できるようにする。

・図形を構成要素及びそれらの位置関
係に着目して考察し，平行四辺形やひ
し形などの平面図形及び直方体などの
立体図形について理解できるようにす
る。

・平面図形についての理解を深めると
ともに，角柱などの立体図形について
理解できるようにする。

・縮図や拡大図，対象な図形について
理解し，図形についての理解を深め
る。

ア整数が使われている場面を見付ける
活動
イ乗法九九表から決まりを見付ける活
動
ウ量の大きさの見当を付ける活動
エ図形をかいたり，作ったり，敷き詰
めたりする活動
オ図や式に表し説明する活動

学年目標

・加法及び減法を適切に用いることが
できる。
・乗法についての理解を深め,適切に
用いることができるようにする。
・除法の意味について理解し,その計
算の仕方を考え用いることができる｡
・小数及び分数の意味や表し方につい
て理解できるようにする。

・除法についての理解を深め，適切に
用いる。
・小数及び分数の意味や表し方につい
て理解を深め，小数及び分数について
の加法や減法の意味を理解し，それら
の計算の仕方を考え，用いる。
・概数について理解し，目的に応じて
用いる。

・整数の性質についての理解を深め
る。
・小数の乗法及び除法や分数の加法及
び減法の意味について理解を深め，そ
れらの計算の仕方を考え，用いること
ができるようにする。

・分数の乗法及び除法の意味について
の理解を深める，それらの計算の仕方
を考え，用いることができるようにす
る。

・文字を用いた式について，目的に応
じて計算したり変形したりする能力を
養うとともに，連立二元一次方程式に
ついて理科史用いる能力を培う。

・数の平方根について理解し，数の概
念についての理解を深める。
・目的に応じて計算したり式を変形し
たりする能力を伸ばすとともに，二次
方程式について理解し用いる能力を培
う。

学年目標 学年目標 学年目標 学年目標学年目標 学年目標 学年目標 学年目標
中学２年中学１年小学６年小学５年

　具体物を用いた活動などを通して，
数量やその関係を言葉，数，式，図形
などに表したり読み取ったりすること
ができるようにする。

Ｄ
数
量
関
係

Ｃ
図
形

Ｂ
量
と
測
定

ＳＡＭＰＬＥ 資料６

Ａ
数
と
計
算

ア計算の仕方を考え説明する活動
イ小数や分数の大きさを比べる活動
ウ単位の関係を調べる活動
エ正三角形などを作図する活動
オ資料や分類整理し表を用いて表す活
動

ア計算の結果の見積もりをし判断する
活動
イ面積の求め方を考え説明する活動
ウ面積を実測する活動
エ平行四辺形などを敷き詰め，図形の
性質を調べる活動
オ身の回りの数量の関係を調べる活動

ア計算の仕方を考え説明する活動
イ面積の求め方を考え説明する活動
ウ合同な図形をかいたり，作ったりす
る活動
エ図形の性質を帰納的に説明したり，
演繹的に説明したりする活動
オ目的に応じて表やグラフを選び活用
する活動

算
数
的
活
動

小学３年 小学４年 中学３年

整数の意味と表し方
２位数，簡単な３位数

整数の加・減
1位数の加･減，簡単な2位数の加･減

整数などの表し方
3位数，4位数，1万，簡単な分数1/2

整数の加・減
2位数の加･減，簡単な3位数の加･減

整数の乗法
乗法九九，簡単な2位数の乗法

整数の表し方　・万の単位，１億

整数の加･減 ･3位数や4位数の加･減

整数の乗法　2位数や3位数の乗法

　　　　　　　　　　　3位数×2位数

整数の除法 1位数による簡単な除法

小数 小数の意味と表し方 少数の加･減

分数 分数の意味と表し方 分数の加･減

そろばん 数の表し方と加･減

整数の表し方　・億，兆の単位

およその数概数,四捨五入,見積もり

整数の除法 2位数等による除法

小数の計算 加･減1/10,1/100　乗･除

分数の計算 　同分母分数の加･減

そろばん 　　加･減

整数の四則計算の定着・活用

整数の性質 偶数と奇数,約数と倍数

整数と小数の記数法

小数の計算 1/10,1/100の乗･除

分数の計算 異分母分数の加･減,乗除 分数の計算 分数の乗除

小数や分数の四則計算の定着活用

正の数・負の数
正負の数の必要性，四則計算の意味
正負の数四則計算，用いること

文字を用いた式
文字活用の必要性，乗法除法の表し方
一次式の加・減計算，表すこと

一元一次方程式
方程式の必要性，等式の性質と解き方
活用すること

文字を用いた式の四則計算
整式の加減及び単項式の乗除
文字を用いて表す，目的に応じた変形

連立二元二次方程式
方程式の必要性と意味及び解，
連立方程式と解，活用すること

二次方程式
方程式の必要性と意味及び解，
因数分解や平方完成で解く，活用とは

式の展開と因数分解
単項式と多項式の乗除　因数分解
文字式で説明する

平方根
平方根の必要性と意味，平方根を含む式
用いること

比例，反比例
関数関係の意味，比例･反比例の意味
座標の意味，表･式･グラフ　用いる事

一次関数
事象と一次関数，その表･式･グラフ
二元一次方程式と関数，用いる事

関数ｙ＝ａx
２

事象と関数y=ax
2
，その表･式･グラフ

用いる事，色々な事象と関数

資料の散らばりと代表値
誤差や近似値,a×10

n
の形表現

ヒストグラムや代表値の必要性と意味
用いること

確率
確率の必要性と意味　確率の求め方
用いること

標本調査
標本調査の必要性と意味
標本調査を行うこと

平面図形
作図方法と活用　図形の移動

空間図形
直線･平面の位置関係
空間図形(投影図)
図形の計量　球の表面積･体積

基本的な平面図形と平行線性質
平行線や角の性質　多角形の角の性質

図形の合同
平面図形の合同，三角形の合同条件
証明の必要性　意味とその方法
三角形や平行四辺形の基本的性質

図形の相似
平面図形の相似，三角形の相似条件
平行線と線分の比　相似な図形の相似比
と面積比，体積比　活用すること

円周角と中心角
円周角と中心角の関係と証明 活用する

三平方の定理
定理とその証明　活用すること

量の大きさの比較
長さ，面積，体積の大きさ比較

時刻の読み方

量の単位と測定
長さの単位mm,cm,m 体積の単位ml,dl,ｌ

時間の単位　(日，時，分)

色々な単位と測定
長さKm　重さｇ,Kg，t

計器による測定　およその見当付け

時間の単位(秒),時刻や時間の計算

面積　単位(cm
2
,m

2
,km

2
,a,ha)

正方形,長方形の面積の求め方

角の大きさ　単位(cm
2
,m

2
,km

2
,a,ha)

正方形,長方形の面積の求め方

面積　三角形,平行四辺形の面積

　　　　ひし形,台形の面積の求め方

体積　体積の単位と測定

　　　　立方体,直方体の体積の求め方

測定値の平均

単位量当たりの大きさ　人口密度

面積　円の面積の求め方

体積　角柱,円柱の体積の求め方

速さ　速さの意味と表し方,求め方

概形　およその面積

身の回りにあるものの形の観察
平面図形・立体図形

三角形,四角形
正方形,長方形,直角三角形
箱の形

二等辺三角形,正三角形
角
円,球

直線の平行や垂直の関係
平行四辺形,ひし形,台形

多角形や正多角形 縮図や拡大図

対称な図形

角柱,円柱

円周率

図形の合同(一部)
図形の性質

立方体,直方体
ものの位置の表し方

式による表現
　　加法や減法の場面を式に表す

絵や図を用いた数量の表現

式による表現
　　加法と減法の相互関係

　　乗法の場面を式に表す

簡単な表やグラフ

式による表現
除法の場面を式に表す
式と図の関連づけ　□などを用いた式

表や棒グラフ

式による表現
四則混合の式に表す
式と図の関連づけ　□などを用いた式

伴って変わる二つの数量関係
数量の変化の様子を折れ線グラフで関係
調べ

四則計算の性質

資料の分類整理
二つの観点の表，折れ線グラフ

簡単な比例の関係
数量の関係の見方や調べ方

百分率

円グラフや帯グラフ

比

比例と反比例

文字を用いた式(a,xなど)

資料の調べ方
　資料の平均　度数分布

起こり得る場合



月別教科等指導計画一覧（算数・数学）

月
※１　なかまづくり 8 １　ひょうとグラフ 2 １　かけ算 10 １　大きい数のしくみ 7  1.整数と小数 6 ※ 1.円の面積 10 正の数・負の数 式の計算(16) 式の計算

２　時こくと時間 4 ２　時こくと時間のもとめ方（余①） 3 ５　折れ線グラフ 6 ※ 2.直方体と立方体の体積 10  2.文字と式 4 　・正の数と負の数 4 　・文字式の計算⑨ 9 　・式の展開 8

３　たし算のひっ算 9 ２　角の大きさ 1 　・加法と減法 3   ・文字式の利用 1 　・因数分解 5

5 2 　　　　　　　 （余①） 4 8 2  3.分数のかけ算 10 5 4 2

２　なんばんめ 2 ４　ひき算のひっ算 11 ※３　わり算（余①） 12 ３　わり算の筆算（１） 7  3.小数のかけ算（余①） 11 　 ★かたちであそぼう 1 　・乗法と除法 7   ・素因数分解 3

３　いくつと　いくつ 6 ★　どんな計算になるのかな 2  4.分数のわり算（余①） 2   ・数の集合と四則計算 2 平方根

５　長さのたんい 2 　 連立方程式 　・平方根 6

　・連立方程式 4 　・平方根の計算 2

1 8 ４　円と球 9 10 2 11 6 7

４　あわせていくつ，ふえるといくつ 8 ６　３けたの数 12 ５　たし算とひき算の筆算 11 ４　垂直・平行と四角形 10  4.小数のわり算（余①） 15    ★どんな計算になるのかな 1 　・連立方程式の利用 6 2次方程式

５　のこりはいくつ，ちがいはいくつ 9 ６　暗算 2 　 ★どんな計算になるのかな 1 ※ 5.対称な図形 7 文字と式

６　10よりおおきいかず 1  5.合同な図形（余①） 3 　・文字と式 7

  ・文字式の意味 2

　・１次式の計算 5

5                              （余①） 3 考える力をのばそう　 1 7 　　　　　　　　　（余⑤） 12 6 3 1 1

７　なんじ　なんじはん 1 ７　水のかさのたんい（余①） 9 ７　あまりのあるわり算（余①） 10 考える力をのばそう（余①） 2  6.比と比の値（余①） 11 　・等式 4

８　はなはなんこさいたかな 1 １学期のまとめ（余③） 3 ６　そろばん 4   ・大小の関係を表す式 1

　　おぼえているかな（余①） 2 １次関数 関数ｙ＝ａχ２

　・１次関数 5 　・関数ｙ＝ａχ２ 7

９　どちらがながい 5 ８　計算のくふう 5 ８　大きい数のしくみ 10 ７　小数のしくみ 11  6.偶数と奇数、倍数と約数 12 ※ 7.拡大図と縮図 11 方程式 6 1

10　３つのかずのけいさん 5 ９　たし算とひき算のひっ算 13 かたちであそぼう 1 ※８　わり算の筆算（２） 7 ※ 7.単位量あたりの大きさ 5  8.速さ 8 　・方程式 10 　・１次方程式と１次関数 3 　・関数ｙ＝ａχ２のグラフ 9

11　どちらがおおい 4 10　三角形と四角形 3 ９　かけ算の筆算（１） 11 　・方程式の利用 5

　　 おぼえているかな 1

※12　たしざん（余②） 3 円周角の定理(10)

12 5 5 8 8 3 1 2 8

13　かたちあそび 3 11　分数 2 どんな計算になるのかな 1 かたちであそぼう 1 　 ★かたちであそぼう 1  9.角柱と円柱の体積 5   ・比の性質の活用 2 図形の相似(25)

12　かけ算（１） 12 １０　大きい数のわり算 3 ※９　整理のしかた 4  　★考える力をのばそう 1 10.およその体積 4 　・相似な図形⑨  7

１１　長いものの長さのはかり方 6 １０　計算のきまり 2  8.分数と小数 8    ★考える力をのばそう 2 図形の性質と合同

１２　小数 1 比例と反比例 　・角と平行線 8

　・比例 9

3 13 10 7 　 ★算数の目で見てみよう 2    ★算数の目で見てみよう 2 1 　・三角形の合同 5 2

　　おぼえているかな 1 ★　九九ビンゴ 1 １３　三角形 9 １１　面積のはかり方とあらわし方 10 ※ 9.図形の角 8 ※11.比例と反比例 15 　・反比例 6 　・証明 8 　・平行線と線分の比 9

※14　ひきざん（余③） 11 ※13　かけ算（２） 5 １４　分数 3 考える力をのばそう（余①） 2 10.分数のたし算とひき算 8 12.資料の調べ方 2   ・関数関係の意味 1

　・比例と反比例の利用 3

2

平面図形

　・平面図形の観察 3

4                              （余①） 17 9 １２　分数 11 3 12 3 2

　　どんなけいさんになるのかな（余②） 4 １５　□の式 4 １３　変わり方調べ（余①） 6 11.四角形と三角形の面積（余①） 17    ★考える力をのばそう（余①） 3 　・平面図形の作図 8

15　どちらがひろい（余③） 5 考えるちからをのばそう 1  三角形と四角形 三平方の定理(13)

２学期のまとめ（余①） 1 　・三角形 3 　・三平方の定理 5

　・三平方の定理の利用 4

16　20よりおおきいかず（余③） 13 14　４けたの数（余③） 15 １６　かけ算の筆算（余②） 14 １４　がい数の表し方 9 ※12.百分率とグラフ 15 ※13.場合の数 7   ・図形の移動 4 6 4

１５　小数のかけ算とわり算（余③） 5    ★かたちであそぼう 1 　・平行四辺形 4 標本調査

14.量の単位のしくみ（余②） 9   ・標本調査 6

空間図形 3年間の復習

　・空間図形の観察 6 ・数と式,関数.図形.確率 3

  ・投影図 1

4 15　長いものの長さのたんい（余①） 10 2 15 　★考える力をのばそう（余①） 3 2 1 5 ・数と式,関数.図形.確率 17

　　おぼえているかな 1 16　たし算とひき算（余④） 9 １７　ぼうグラフと表（余①） 10 どんな計算になるかな（余①） 2 　★かたちであそぼう（余①） 2    ★算数の目で見てみよう 2 　・図形の計量 8 　・平行四辺形になるだろうか 2

17　なんじなんぷん（余②） 5 17　はこの形 2 かたちであそぼう（余①） 2 ※１６　直方体と立方体（余②） 6 ※13.正多角形と円周の長さ（余①） 11    ※★算数卒業旅行 10   ・球の表面積と体積 3 場合の数と確率

　　ビルをつくろう 1 １８　重さのたんいとはかり方 6 14.分数のかけ算とわり算（余①） 8    ※★算数のまとめ（余②） 8   ・正多面体について調べよう 3 　・場合の数 6

18　ずをつかってかんがえよう（余②） 8  資料の活用

19　かたちづくり 3  　・資料のちらばりと代表値 2

2 4 3 　　　　　　　　　　 （余①） 7 ※15.角柱と円柱 （余①） 7 　　　　　　　　　　　　　（余③） 12 12 　・確率 6 4

　　ばしょをあらわそう 1 ★　計算ピラミッド（余②） 4 考える力をのばそう 1 かたちであそぼう 1 　 ★算数の目で見てみよう 2 　・実験して確かめる 3

　　けいさんピラミッド 2 ★　2年生のふくしゅう（余②） 5 １９　そろばん 2 算数おもしろ旅行（余②） 4 　 ★算数おもしろ旅行（余①） 3

　　１ねんせいのふくしゅう（余⑤） 7 ３年生のふくしゅう（余①） 5 ４年のふくしゅう（余①） 3 　 ★５年生のふくしゅう（余②） 4

三校テスト・２学期のまとめ（余②） 2

授業
時数

１４６　 １１１　 １４２　

17

412 13 13 15 16 12 12 9

24 22 17 1322 21 20 23

11

13 15 14 14 15 17 13 10 13

20 15 11 5

13 16

  ・相似な図形の面積
比と体積比

5

19 18 19 16

14

15 19 16 15 18 14 15 12 15

12 16

13 12 17 10 8 10

16

　・正の数と負の数を使っ
た魔方陣を考えよう

13

13 17 16 15 13 13 14 10 13

１５７　(余裕時限２３)

8 15 13

9 12 14

19 20

13

15 19 22

４月

５月

６月

７月

22

18 21

１月

２月

３月

９月

10月

11月

12月

小学１ 小学２ 小学３ 小学４ 中学３小学５ 小学６ 中学１ 中学２

１８３　(余裕時限１３)

14

１８９　(余裕時限１５) １８７　(余裕時限１５)

20

22 18

17 15 17

10

１９０　(余裕時限１７) １８１　(余裕時限１０)

21 19

17 19

16 14 7

2

　・鉛筆を回して多角
形の内角の和を求め
よう

2

15

　・１次関数利用する
能力を伸ばそう

2

  ・文字式を利用する
能力を伸ばそう

2

　・連立方程式を利用
する能力を伸ばそう

2

  ・身の回りのいろいろな事
象の中から方程式をつくろう

  ・身の回りの事象に
ついて考えよう

3

　・線対称や点対称な
模様をつくろう

2

   ・円周角と中心角の関係
   ・円周角の定理の逆

2

  ・文字式を利用する
能力を伸ばそう

2

9

Sample 資料７

  ・身の回りの相似に
ついて調べよう

・2次方程式
    2次方程式の解の公
式

9

　・規則的に並んだ数
の和を求めよう

2

　・身の回りの関数に
ついて調べよう

2

達成度評価→習熟度別指導
達成度評価→習熟度別指導

達成度評価→習熟度別指導

達成度評価→習熟度別指導 達成度評価→習熟度別指導 達成度評価→習熟度別指導



期 期 期 期 期

Sample 各学年　授業時間数表 資料８

小学１年 義務教育　前期 小学５年 義務教育　接続期 中学２年 義務教育　後期

月 4 5 6 7 一学期 9 10 11 12 二学期 1 2 3 三学期 合計 月 4 5 6 7 一学期 9 10 11 12 二学 1 2 3 三学 合計 月 4 5 6 7 一学 9 10 11 12 二学 1 2 3 三学 合計

授業日数 授業日数 授業日数

総実施可能時数 総実施可能時数 総実施可能時数

国語 国語 国語

(内数：連携時数) (内数：連携時数) (内数：連携時数)

社会 社会 社会(地理)

算数 算数 社会(歴史)

(内数：連携時数) (内数：連携時数) 数学

理科 理科 (内数：連携時数)

生活 生活 理科

音楽 音楽 音楽

図画工作 図画工作 美術

家庭 家庭 保健体育

体育 体育 技術・家庭

教科合計 教科合計 外国語

外国語活動 外国語活動 教科合計

道徳 道徳 選択

学級活動 学級活動 道徳の時間

総合的な学習の時間 総合的な学習の時間 学級活動

(内数：英語時数) (内数：英語時数) 総合的な学習の時間

Ａ総授業時数 Ａ総授業時数 (内数：英語時数)

代表委 代表委 授業時数

委員会 委員会 学校行事

児童集会 児童集会 生徒会

クラブ活動 クラブ活動 特活合計(除く学活)

学校行事 学校行事 年間総時数

Ｂ特活合計(除く学活) Ｂ特活合計(除く学活) 授業を行わない時数

Ｃ学校裁量 Ｃ学校裁量 余裕時数

総時数(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 総時数(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)

余裕時数
(可能時数－総時数)

余裕時数
(可能時数－総時数)



平成２３年度 大名小・舞鶴小・簀子小・舞鶴中学校行事計画 （基本：火曜研修日，金曜日午前中５時間案）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１ 金 日 水 全校朝会 金 月 １ 木 始業式 土 火 学校公開週間 木 日 水 全校朝会 木 １
プール清掃 ＊中：部活動 委員会活動

激励会・写真撮影 ＊中学校始業式
２ 土 月 全校朝会 木 土 火 ２ 金 美化活動 日 水 委員会活動 金 委員会活動 月 木 金 ２

家庭訪問（午前中５時間）
＊夏休み課題ﾃｽﾄ

３ 日 火 金 運動会予備準備日 日 水 ３ 土 月 木 土 火 金 土 ３

＊中私立前期入試

４ 月 水 土 運動会予備日 月 期末参観懇談会１２３ 木 ４ 日 火 研修日 金 日 水 土 日 ４

＊中３三者懇談

５ 火 離任式・赴任式・始業式 木 日 火 期末参観懇談会４５６ 金 ５ 月 委員会活動 水 委員会活動 土 月 木 日 月 委員会活動 ５

＊中３三者懇談

６ 水 金 家庭訪問（午前中５時間） 月 （運動会予備日代休） 水 委員会活動 土 ６ 火 自然教室 木 日 火 研修日 金 月 代表委員会 火 研修日 ６
委員会活動 ＊中１２参観懇談

＊中学校家庭訪問 ＊中３三者懇談 ＊中：三者懇談 ＊中公立推薦入試

７ 木 発育測定 土 火 木 日 ７ 水 自然教室 金 月 水 クラブ活動 土 火 研修日 水 ７

＊中３三者懇談 ＊中：新入生説明会 ＊中：三者懇談 ＊中：公立学力検査

８ 金 日 水 金 月 ８ 木 自然教室 土 火 研修日 木 日 水 クラブ活動 木 参観・学年末懇談会・ＰＴＡ総会 ８

＊中学校入学式 ＊中３三者懇談 ＊中：三者懇談 ＊中：個性重視特試

９ 土 月 代表委員会 木 土 火 ９ 金 自然教室 日 水 クラブ活動 金 人権参観・懇談会 月 木 金 ９

＊中学校家庭訪問 ＊中：三者懇談 ＊中卒業証書授与式

10 日 火 耳鼻科検診 金 日 水 10 土 月 木 土 火 始業式 金 Ｈ２４入学説明会 土 10
研修日

＊中３実力ﾃｽﾄ ＊中学校始業式
11 月 入学式 水 委員会活動 土 月 代表委員会 木 11 日 火 研修日 金 日 水 給食開始 土 日 11

委員会活動
＊中私立後期入試

12 火 １年下校１１：３０ 発育測定 木 日 火 研修日 金 12 月 水 代表委員会 土 月 代表委員会 木 日 月 12
研修日

＊中：三者懇談
13 水 １年下校１１：３０ 金 月 代表委員会 水 クラブ活動 土 13 火 木 秋の遠足（1～４年生） 日 火 研修日 金 月 火 13

委員会活動
＊中２職場体験学習

14 木 １年給食開始 土 火 研修日 木 日 14 水 代表委員会 金 月 代表委員会 水 土 火 研修日 水 14
下校１４：３０

＊中学校自然教室 ＊中：推薦内定 ＊中：公立発表
15 金 日 水 クラブ活動 金 プール納会 月 15 木 避難訓練 土 火 研修日 木 日 水 クラブ活動 木 卒業式準備 15

＊中２修学旅行
16 土 月 木 避難訓練 眼科検診 土 火 16 金 日 水 金 月 代表委員会 木 金 卒業証書授与式 16

＊中総体開会式
＊友愛ｾｰﾙ準備 ＊中２修学旅行

17 日 火 研修日 金 平和学習 日 水 17 土 月 区研修会（午前中５時間） 木 6年修学旅行 土 火 研修日 金 土 17
＊ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ

友愛ｾｰﾙ ＊中２修学旅行
18 月 水 クラブ活動 土 月 木 18 日 火 研修日 金 6年修学旅行 日 水 クラブ活動 土 日 18

19 火 研修日 木 日 火 金 19 月 水 クラブ活動 土 月 木 避難訓練 日 月 19

20 水 学習参観・懇談会・ＰＴＡ総会 金 月 水 終業式 土 20 火 研修日 木 児童集会 日 火 研修日 金 月 火 研修日 20
＊中学校終業式 ＊中 12 学年末考査
＊中文連開会式 ＊中３復習ﾃｽﾄ

21 木 土 火 研修日 木 日 21 水 クラブ活動 金 月 水 給食最終 土 火 研修日 水 給食最終日 21
＊中 12 学年末考査

＊中学校参観懇談 ＊中学校期末考査 ＊中３復習ﾃｽﾄ

22 金 日 水 プール開き 金 月 22 木 参観懇談会 土 火 研修日 木 終業式 日 水 木 修了式 22
委員会活動

＊中学校体育会 ＊中学校期末考査 ＊中学校期末考査 ＊中学校終業式 ＊中：修了式
23 土 月 木 土 火 23 金 日 水 金 月 木 金 23

＊中学校代休 ＊中学校期末考査
24 日 火 研修日 金 日 水 24 土 月 木 土 火 研修日 金 土 24

＊中学校期末考査 ＊中学校期末考査 ＊中私立専願入試
25 月 水 土 月 木 25 日 火 学芸会・学習発表会ﾘﾊｰｻﾙ 金 日 水 クラブ活動 土 日 25

研修日

26 火 歓迎遠足（含：児童集会） 木 日 火 金 26 月 水 クラブ活動 土 月 木 学習参観懇談会１３５ 日 月 26
研修日
＊中学校家庭訪問

27 水 家庭訪問（午前中５時間） 金 運動会準備 月 水 土 27 火 研修日 木 日 火 金 学習参観懇談会２４６ 月 火 27

＊中学校家庭訪問 ＊中学校中間考査
28 木 家庭訪問（午前中５時間） 土 火 研修日 木 日 28 水 クラブ活動 金 月 水 土 火 研修日 水 28

＊中学校家庭訪問 ＊中学校中間考査 ＊中学校合唱ｺﾝｸｰﾙ

29 金 日 運動会 水 クラブ活動 金 月 29 木 土 火 研修日 木 日 水 お別れ遠足（含：集会） 木 29

30 土 月 29日の代日 木 土 火 30 金 日 学芸会・学習発表会 水 クラブ活動 金 月 金 30
＊中：生徒会役員

改選
31 火 研修日 日 水 31 月 ３０日の代日 土 火 研修日 土 31

027676
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資料10

３　教育課程編成の組織と役割分担 ４　組織関係

組織名 構成 分担内容

教育課程編成委員会

・ 指導部長 ・ 教育課程編成方針の協議
・ 教育センター所長 ・重点指導内容の具体化協議
・ 学校指導課長（教育課程担当） ・校時制の検討協議
・ 発達教育センター所長 ・教科等指導系統表の検討精査
・ 小学校長　 ・各部会進捗状況調整
・ 中学校長

専
門
部
会

学
校
教
育
部
会

開
校
準
備
委
員
会

小中合同部会
・ 中学校部会＋小学校部会 ・ 小中連携教育方針の具体化案作成
【教育委員会】 ・ 児童生徒学力実態の分析と指導への反映

中学校部会
・ 舞鶴中学校長 教頭 ・ 各教科等経営案の作成
・ 教務主任 研究主任 教科主任 ・児童実態に応じた指導方法や内容計画の検討
【教育委員会】 ・月別指導計画の策定

小学校部会

・ 大名小学校長 教務主任 ・ 各教科等経営案の作成
・ 簀子小学校長 教頭 教務主任 ・児童実態に応じた指導方法や内容計画の検討
・ 舞鶴小学校長 教頭 教務主任 ・月別指導計画の策定
【教育委員会】

教
育
委
員
会

・ 学校指導課長（教育課程担当） ・ 各教科等指導系統一覧の作成指導
学校指導課 ・ 教科担当主任指導主事

発達教育センター ・ 所長 指導係長　 主任指導主事 ・ 特別支援教育推進計画の作成指導
・ 特別支援教育指導の観点作成

開校準備担当 ・ 課長 主査 ・ 進行管理
・ 教育課程編成参考資料等の作成

学校計画課 ・ 課長 係長 係員

５　教育課程編成計画
平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

開校準備委員会

学校教育部会

教育課程編成委員会

小中合同部会

中学校部会

小学校部会

教
育
委
員
会

学校指導課

発達教育センター

開校準備担当・学校計画課

第
６
回

第
７
回

第
８
回

第
９
回

第
10
回

第
11
回

第
12
回

第
13
回

第
14
回

第
15
回

第
16
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
８
回

第
９
回

第
10
回

第
11
回

学校指導マニュアル作成

学校指導マニュアル作成

学校指導マニュアル作成

学校指導マニュアル作成

H26年度教育課程の評価改善

H26年度教育課程の評価改善 H26年度教育課程の評価改善

H26年度教育課程の評価改善

評価
改善

評価
改善

評価
改善

評価
改善

指導
支援

指導
支援

指導
支援

指導
支援

検討
協議

検討
協議

検討
協議

検討
協議

時制作成
系統表
月別計画

教科等経
営案作成

教科等経
営案作成

教科等系
統表作成

特別支援
教育推進
案作成

調
整
会

調
整
会

教科等系
統表精査

教科等系
統表精査

調
整
会

調
整
会

月別指導
計画作成

月別指導
計画精査

月別指導
計画精査

調
整
会

指導
支援

指導
支援

指導
支援

大名小学校 簀子小学校 舞鶴小学校 舞鶴中学校

小中合同部会

教育課程編成委員会

開校準備担当

学校計画課
学校指導課 発達教育C.

小学校部会 中学校部会



                 資 料 11 

 

“新設校の制服について” 
 

 

平成 26 年４月に舞鶴中ブロックに誕生する施設一体型小中連携校は，高い教育力を有する魅力あ

る公立学校として整備を進めております。 

学校教育部会においても，子育て世帯の都心居住につながるような魅力ある学校創りの一環として，

制服を検討したいと考えております。 

 

１．方針決め 

 選択肢  Ａ． 小学校も中学校も従来どおりでいく。 

          小学校：私服  中学校：標準服(詰め襟･セーラー服) 

      Ｂ． 小学校は従来どおり私服，中学校は新規に制服を選定する。 

      Ｃ． 小学校も中学校も制服を選定する。 

２．選定の手続き 

  （１） 制服選定の方針について，舞鶴中校区の保護者の皆様や児童生徒に対し，意向

調査を行います。 

 

意向調査の結果，オリジナルの制服をつくることになった場合は， 

 

  （２） みなさまのご意向を基に方針を決定します。 

保護者や児童生徒への選定内容に係わるアンケートをとり，制服の生地や，形，

色，経費等に関する意見を収集する。 

（３） 制服業者に条件を提示し，数社に制服の試作を依頼する。 

（４） 試作した制服数点を一定期間展示し，意見収集を行う。 

（５） 出展業者に収集した意見を基に試作制服の改良を依頼する。 

（６） 改良した試作制服を再度，展示し，サイズや金額等の紹介を行う。 

（７） 試作制服の中からどの制服を採用するかの地域，保護者アンケートを実施し，

試作制服の承認を得る。 

（８） 選定された制服についての詳細の条件を詰め，開校年度前に当該校長から選定

された制服制作業者に制作依頼を行う。 
 

 

同様に，スポーツウエアや上靴，体育館シューズ，カバン，サブバッグ等の選定を行う。   

“制服の検討資料” 
 

【本市の現状】 

 春・秋・冬（スリーシーズン） 夏服 靴 

小学校 私服 私服 自由 

中学校 標準服 標準服 

・詰め襟・学生服（黒） ・長ズボン（黒） 

・半袖開襟シャツ 

or 半袖カッターシャツ(白) 

男子 

 

 

セーラー服 

※襟ライン本数や色のちがい

※リボンの色の違い（赤・白・

紺・緑 etc.） 

・半袖開襟シャツ（白）丸襟・角襟 

・ノースリーブのジャンパースカート 

 写真参照  

※H23 年度から新デザイン採用 

女子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白を基調 

華美でない物 

＜標準服採用の考え方＞ 

福岡市内の各中学校では，生徒らしい簡素な身なりをさせるための服装として標準服を採用し

ている。学校は多くの生徒が集団で学習する場であり，落ち着いた学習環境を保つために標準服

は役立っている。 

      標準服の採用は学校長の判断によって，学校独自のものを選ぶことができるが，福岡市では保

護者の費用負担が軽減でき，市内の転出入にも対応できるよう，中学校長会が，共通して使える

標準服を作成している。 

 

【従来の制服検討における配慮事項】 
 ・ 福岡市立学校の中の一つの学校であることから，他校との際だった格差を持たない配慮が必要

であり，生徒の転校転入の際の新たな経済的負担等に配慮する必要がある。 

・ 学生として一定程度，派手とならないような色や型とするように配慮する必要がある。 

 ・ 常時着用することから，耐久性があり，汚れが目立たず，家庭で手軽に選択できるなどの配慮

が必要である。また価格の均衡性に配慮する必要がある。 

詰め襟制服 価格 
16500 円位～32000 円前後 

夏服ｶｯﾀｰｼｬﾂ＋ｽﾗｯｸｽ価格 
7300 円位～10400 円前後 

セーラー服価格 
24000 円位～34500 円前後 

夏服新規格 
14700 円位～18700 円前後 



 

◆◆◆ブレザータイプの制服採用の場合◆◆◆ 

【想定される費用の現状との比較】価格：制服としての初期費用 

中学校 性

別 小学校 価格 
３ｼｰｽﾞﾝ標準 価格 夏服 価格 

男 16500～32000 円

前後 

7300～10400 円

前後 
女 

私服  標準服 
24000～34500 円

前後 

標準服 
14700～18700 円

前後 
男 30000～35000 円

前後 
7300～10400 円

前後 
女 

私服  ブレザータイプ 
30000～35000 円

前後 

標準服 
＋独自性 14000～20000 円

前後 
男 上限 35000 円前

後 
30000～35000 円

前後 
7300～10400 円

前後 

女 
ブレザー

タイプ 上限 35000 円前

後 

ブレザータイプ 
30000～35000 円

前後 

標準服 
＋独自性 14000～20000 円

前後 

 

 

 

 

ブレザー制服のイメージ         

 

 

 

 

【従来標準服とブレザータイプとの各長短】 

 

【新制服を中学校のみ導入する場合】 

◆ 平成２６年度新入学生から新制服を採用 2･３年生は，現行標準服を着用する移行期間を 

適用する。 

【新制服を小中学校に導入する場合】 

◆小学校６ヵ年，中学校３ヵ年にわけて新制服を設定するのか？ 

   この場合，何年生までを新制服への移行期間とするのか？ 

   中学３年生は，移行期間として現行標準服の着用を認める。 

 

ブレザータイプ 観点 詰め襟学生服・セーラー服 

・福岡市発の事例となり，ニュース性

や同時性の強調には効果的。 
独 自 性 

・中学生の全国一律の標準服。女子は福

岡型。長い歴史で，部分的な工夫はある

が作り込まれた形である。一般的であ

る。 

・社会性などを意識した発想の学生服

づくりの幅が広がる。 
デザイン性 

・上記に準じ，色の工夫や，ラインの付

加などが可能である。 

・体型がかなり強調されてくる。 外   見 ・体型補正の効果を持っている。 

・本市唯一の制服としての意識は高く

なるとともに，制服を有する本校に対

する“ほこり”を醸成できる。 

◎小学生も制服採用で同一性がある場

合，上級生・下級生の関わり意識が高

まり，低学年を見なければと言う自覚

と責任感が生まれる。 

集団への帰属感

・福岡市の公立中学校の一員としての自

覚を持つことができる。制服による集団

としての共有感を持たらすことができ

る。 

・本市一校のみの制服であり，周囲の

関心が高いため，規律に準じる意識が

強くなる。 

規   律 

・小学校から中学校への進学の節目づく

りが行いやすい。 

・小中一貫教育の推進のため採用され

ている。統一感やアイデンティティー

を示す役割。１年生から４年生，５年

生から９年生で，２タイプの学生服。

採用学年 

・福岡市での小学生の制服はない。 

・中学校から，詰め襟学生服，セーラー

服を採用している。 

・採用する内容によるがネクタイ，カ

ッターの裾だし，ズボンの位置など指

導点の課題が生まれる。 

生徒指導上 

・学生服のボタンを止める指導等で，秩

序的な納めを付けやすい？ 

・フォーマルとしても着用でき，冠婚

葬祭に使える利便性有り。 

・耐久性に富む一着により，長く使用

できる。 

経 済 性 

・フォーマルとしても着用でき，冠婚葬

祭に使える利便性有り。 

・耐久性に富む一着により，長く使用で

きる。 

前述「想定される費用」参照 

※小中共に，ブレザー採用の場合 

発達上,３回ほどの買い換えが必要? 

a.小学校１～４年間 

a.小学校５･６年＋中学校３年間 

a.中間服としてのベスト等 

 

 

 

価   格 

前述「想定される費用」参照 

・私服（６ヵ年） 

 

・詰め襟学生服（３ヵ年） 

・セーラー服（３ヵ年） 

・中間服（スラックス・カッター等） 
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